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総 長 井 村 裕 夫
国立大学においては， 過去8 回にわたる公務員の





第 9 次 「定削」 計画が話題とな りましたので， 国立
大学協会ではこれ以上教育 ・ 研究支援職員の減少を
来たすことが な いよう， 早速要望書を作成し， 政
府， 与党に提 出 するとともに， 直接責任 者に面談
し， 国立大学の窮状の理解を求め， 「定削」 から国
立大学を除外するよう要望いたしました。 しかし，
昨年末に決定された第9 次 「定削」 では， 文部省で







部）， 里深好文 （防災 研究所） ， 青山茂男 （経理部） ，
橋本義雄（経理部）の各氏である。
課外活動団体学生が消防訓練を実施














の定員削減比率が少な い（0.4 %）ため， 今回その
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学生達は学生部から提供された温かい豚汁に舌鼓を




平成9 年度入学試験（第 2 次学力検査） を， 次の予定で実施する。






教 科 寸－ー 音日 時 間
総合人間「文
系」・ 文・ 教 育 午前9時30分～



























































































4・ a・ a， 『・ ー・・・ー・・－・・ー・・ーー． ・・ーーー
午後1時一3時
30分
（注） 本総合人間学部（後期）の外国語の試験において， ドイツ語， フランス語， 中国語を選択した者は， 聞き取り
テストを行わないので， 午前9時30分一11時30分とする。
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平成9年度入学者選抜学力試験（第2次学力検査）の志願状況










募集人員 ｜ 志 願 者 数
55人 I 255人
募集人員 ｜ 志願者 数 ｜ 倍









































































理 学 部 」一一一一一一－－－·－
3.3 
2.9 340 
後 期 ｜ 1.153 I 36.o 11 32 I 1,264 I 39.5 
医 寸＂＂’． �� f--:--- －－－－�－－－！－－－ ----;;---!--- －－－：：：－－＋－－ ぷ＋－－ ----;;---!--- －－－��：－－－＼－－－ －－－�：－：－；－－－ 
前 期 ｜ 70 I 190 I 2. 7 11 70 I 186 I 2目7
11. 4 60 
後


























12.1 後 期 63 829 















16.1 期 385 
15.6 10 
（注） 法学部（後期日程）と経済学部（後期日程）には， 外国学校出身者のための選考の募集人員20名以内と10名以
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平成8年度の停年退職教官
京都大学教員停年規程により， 次の方々 （教授56名， 助教授9 名， 講師2 名， 助手3名）が本年3月31日付
けで退職される。
部局・職名 氏 名 生年月日
総 合人間学部 音 田 忠 昭和教 授 9. 3.26 
LLi 口 裕
イシイシ
8. 4 .14 
高 津 春 久 クえ〉 8. 4.23 
i度 遅 久 義 ク。 9. 2.13 
，， 
ク 佐 藤 康 彦 8.12.15 
八 木 イ呆 イ〉，， 8.11. 8 
大学院 文学研究科 内 山 俊 彦 イン教 授 8. 6.24 
ク
，， 岩 倉 具 忠 8. 9.10 
大 山 喬 予
今
，， 8. 5. 7 
永 田 英 正 イシ，， 8.10.18 
教 育 学 部 坂 野 登 ク教 授 8.12.15 





科 龍 田 宮古 ’F 8. 9. 6 
野田 宣 雄 イシイシ 8.12. 4 




授 池 上 ’｜享
ぞ，
8. 8.20 

























































































































































昭手口鎮 西 清 高 8.12. 6 
今 i龍 明 夫 ，， 助 手 8. 8.20 
,, 
藤 淳 久 雄 。教 授 8.11.27 
前 田 章 夫 ク。 8. 8. 2 
大学 院医学研究 科 増 田 徹 ぞシ助 教 授 8. 9.23 
イシ
。 糸 川 嘉 則 8.10.27 教 授
今 ，， 
助 教 授 木 村 美恵子 8. 6.23 
。 大 熊 設： ク教 授 8. 6.30 
今 森 賀 本 幸 ，， 助 教 授 8.11.10 
今
不オ本c i敵 ，， 教 授 9. 2. 8 
木沖本電＝ 崇 英 今。 8.10. 8 
伴 敏 彦 4シ，， 9. 1. 9 
薬 寸..，，ー． 部 宮 嶋 孝一郎 。教 授 9. 2.20 
大学院工学研究 科 高 棒 琢 馬 。教 授 8.12.20 
。ィシ 佐 々 宏 一 8. 4.30 
森 田 司 郎
イシイシ
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研 究 分 野 等
肯 生物学 ， 特に無脊椎動物の群集古生態
と 機能形 態に関する研究
アリ類の社会 構造 に閲する研究
パクテリオファージの頭部形 成 機構 に関
する研究並びに 高等植 物 距発生 及び重力
屈性の 分子 生物学的研究
光受容タンパク 質 の 機能発現 機構 に関す
る研究
免疫学， ことに自己免疫性 （A型）胃炎
を中心とする自己免疫性 臓 器炎発症 機序
に関する分子病 理学的研究
衛 生 学， 特にビタミン ， ミネラル類の作
用 機序の解明 に関する研究
環境医学分野 に おいて疾病の予防 と栄
養， 特にビタミン， ミネラルと の関連 に
関する研究
血液病学， 特に出血性 素因 と血栓性 疾患
の病 態 生理ならびに予防 ・治療 に関する
研究




の成因 および病 態， さら に検査診断学並
びに遺伝子診療に閲する研究
婦人科学産 科学， 特に生殖内分泌学 ， 生
殖免疫学 領域の 研究 ， 体 外受精を含めた
不妊症 の診断と治療 の臨床 研究
心臓血 管 外科学 ， 特に虚血性 心疾患 およ
び胸部 大 動脈癒の 外科治療， 補助循環に
関する研究
水溶液 の構造 と物 性及び脂 質分子集合体
の物 性と そ の 応用に関する研究
流出 系の 分析・ 同定・予iftlj， 水資源 シス
テムの 計画・管理 ， リモートセンシング
を利した水文現象解析と予測
地球 物理学的 手法 による地下探査 に関す
る研究 ， 原位置岩盤評価 に関する研究 ，
爆破工学に関する研究
鉄筋コンクリ トー 構造 の 設計・施工・維
持 に関する基礎的研究
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部局 ・ 職名 氏 名 生年月日 出身身
地
出校 講座 等 研 7'C 分 野’ 等
居住 地計画 の 研究， 都市総合計画 の 研
大学 院 工 学研究科 三 村 浩 史 昭和 和歌山 環境 地球工 学専座
攻 究i歴史 的町 並み保存 の 研究 ， 人間居住教 授 9. 2. 8 京 大 居住空間工 学識
論 の 研究
生 活空間 学専攻 建築構造物の 地震時応答制約剛 性設計 ，
中 村 恒 善
ィシ 大 阪 生 活空間開発 工 学 杢間構造及び 複合構造 系の 逆問題 と 設計,, 8.10. 3 京 大 講座 理論 ， 骨組 の 分岐・ 崩壊挙動
，， 大 阪 機機
械工 学専攻 流体機 械 ならびに医療 機 器に関 する流体’， 赤 松 映 明 9. 2. 6 京 大 械システム工 学講座 工 学的基礎研究





学料 専力攻学講座助 手 尾 島 明 8. 11. 28 京 都 金属疲労に関 する研究工繊大 連続体力学研究分野
機 械 工 学専攻 遠心式ジェットポン プ の 実験 的研究， 液，シ ，， 東
東
京
大議 日市 藤 村 威 明 9. 3. 20 熱 流体工 学講座 体ロケットエンジン の 始動 過度特 性の 研流体工 学研究分野 究
電気工 学専攻
座 パワーエレクトロニクス回路 と そ の 工 学，， 安 階 稔 。 京
鳥 取大
電力工 学講
教 授 8. 6. 17 電力変換制御 工 学 的応用に関 する研究
分野
電子 通信工 学専攻寸，.，，ー＿， 
小 倉 久 直
’F 三 重 伝送メディア工 光・電波工 学，， 8. 4. 6 京 大 講座
光メディア工学分野
，， 大 阪 情 報算
工 学専攻
議，， 矢 島 情 三 8. 12. 6 京 大 計 吾＂
＼／＞.聞 機 工 学座 論理回路理論 と 計算機 工 学
理回路 分野
応用システム 科学 ソリッドモデラーを核 と する計 算機 援用
i中 野 教 郎








学工 学専攻 乾燥操作， 吸着操作など拡散系単位操作
，， 岡 崎 守 男 8. 6. 2 座
学システム工 学
に関 する研究
E盛釘走 寸店主ん・ 部 草 薙 得 一 ,,. 香 川 農 学 科 耕 地雑草 の生理生態 並びに 防除に関 する教 t且)!'.. 8.10. 1 京 大 雑草 学講座 研究
岩 坪 五 郎
ξ〉 京 都 森林 学 科 森林生態における物質循環に関 する研究，， 8.10. 7 京 大 林生態 学講座
神 崎 康 一 ，， 滋 賀 林 学 科 森林路網配置計画に関 する研究， 森業用ク 9. 2. 23 京 大 林業工 学講座 架線に関 する研究，平面型架線 の 開発 研究
駒 野 徹 ，， 新 潟 農芸化学科 DNA の 高次構造 と 生物活 性に関 する分ペシ 8. 9. 29 京 大 生物 化学講座 子 生物学的研究
地域環境 科学専攻寸且4レ． かんがい排水 学， 応用水文 学， 土嬢物理丸 山 利 輔 ，， 京
岐 阜大
地域環境 管理工ウ 8.10. 17 講座








農業 機 械 と そのシステムの自動 化と 省エ，〉 並 河 j青 9. 2. 22 生物生 産工 学講生 産制御 工 学分野 ネルギ一化に関 する研究
イシ イシ 香 川 生物資源経済学専攻座 わが国 の 農業・ 農 村通史および 歴史 科学




野議 の 意義に関 する研究農 科大
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部局 ・ 職名 氏 名 生年月日 出身身
地
出校 講 座 等 研 究 分 野 等
地球環境保全のための土地利用／被覆変
農 5「ι 部 北 村 貞太郎 昭和 山 芳三 熱帯農学専攻 化， 農村土地利用計画及ぴ環境保全型地教 授 8.11.15 京 大 地域計画論議座
域計画に関する研究
農学部附属演習林 山 本 俊 明 ，， 京 都 森林作業における作業者の労働科学的研助 教 授 9. 2.18 西京大 � し
大学院人間・環境 人間・環境学専攻 ハイデガー及ぴ現代ドイツ哲学の研究に,, 愛
京 知大学研究科 竹 市 明 弘 8 .11. 28 人間存在基礎論講 基づき， 根源的日常性の哲学の構築を目教 授 座 指す現象学的・解釈学的研究
大学院エネルギー エネルギ一応用科 地球環境調和型資源精製プロセスの要素科学研究科 中 居表 音 孝
イシ 大 阪 学専攻
教 f受 8. 9.19 京 大 資講座
源エネルギ一学 技術に関する研究
化 学 研 究 所 坂 東 尚 周 ウ 徳 島 無機素材化学研究教 授 9. 1.15 京 大 部門 無機素材の合成と物性に関する研究
人文科学研究所 梅 原 有日 ,, 京 都 歴史地理研究部門 中国宋代史研究（特に官僚制度史の研教 t,.,. 又 9. 1. 1 京 大 究）及び旧中国の法制の研究
社会的相互行為過程の記述方法論として
谷 泰
イシ 福 岡 社会人類学研究部 のコミュニケーション理論と文化的イデク 9. 1.17 京 大 F可
オロギー形成過程に関する研究
呼吸器感染防御能の研究， 結核と非定型
胸部疾患研究所 久 世 文 幸 ウ 三 重 生体防御学部門 抗酸菌症の診断， 病態， 治療に関する研教 授 9. 1. 6 京 大 感染・炎症学分野
究， 気道炎症病態に関する研究
ペルオキシターゼ及びカタラーゼの細胞
，， 大 川 欣 一 宅， 青 森 細胞胞
調節
物





授 i長 田 浩 二
イシ 京 都 食糧生産環境研究
8.12. 6 京 大 部門 権物光合成と活性酸素に関する研究
微量栄養素の食品栄養学的研究， 食品に
安 本 教｛専 ，， 京 都 食品情造機能研究 よる老化制御に関する研究， 食品成分のク 9. 2.27 京 大 部門
非破壊分析の研究
台風， 集中豪雨など中小規模異常気象現
防災研 究 所 光 田 寧 名F 奈 良 大気災害研究部門 象および境界層における地空相互作用に教 f受 8.10.13 京 大
関する研究
村 松 久 史
イシ 長 野 大気災害研究部門 気候災害に関する研究， 特に気候 に関わ，， 8. 8.10 京 大 る大気組成の研究
2》 ，， 長 崎 附属災害観測実験 災害にかかわる海象気象変動予測に関す
助 教 授 中 村 重 久 8.10. 4 京 大 センター る理工学的観測実験研究白浜海象観測所
基礎物理学研究所 長 岡 洋 介 ，， 岩 手 物性理論研究部門
固体の電子的性質および固体・液体へリ




授 山 崎 泰 郎
，， 山 口 応用解析第二研究 関数解析， 無限次元空間のi則度論に関す
9. 1.15 京 大 部門 る研究
原 子 炉実 験 所 今 東 京 原子炉安全管理研 同位体の製造と利用に関する研究（同位
助 教 授 小 林↑長 江 8. 7 .13 早稲田 究部門 体を利用した溶液化学的研究）大
176 
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昭和 大 阪下 浦 ー 邦 8. 9.11 大 阪学芸大
辻 本 ，申（！，、 今 大 阪。 8.10.23 新潟大
生体医療工学研究
センター 前 谷 俊 三
4シ 愛 媛





は， 3月3 日（月） と3月4 日（火）の両日に実施
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人工臓器学研究部 応用， 医学データの統計解析， 臨床決定F可
分析
寸ム比ー 科 募集人員 志願者数 ｛音 率
看 護 学 科
人 人
80 278 3.5 
衛生 技術学科 40 408 10.3 
理学療法学科 20 279 14.0 
作 業療法学科 20 206 10.3 
計 160 1, 171 7.3 
京都大学医療技術短期大学部教員停年規程により， 次の方（教授 1 名） が ， 本年3月31 日付けで退職され
る。
部 局 氏 名 生年月日 出 身身
地
出校 講 座 等 研 究 分 野 等
体育学の研究， 体力の医科学的研究， 呼吸





















れた。 昭和44年3 月停年により退官され， 京都大学
名誉教授の称号を受けられた。 この間， 昭和28年12
月から同31年12月まで化学研究所長を， また同32年
4 月から同34年3 月まで工学部長を， さらに同35年











都大学）医学部副手（嘱託）， 同助手， 同 講師（嘱
178 






















託）， 同 助教授を経て昭和27年同 教授に就任， 同35
年同 大学薬学部に配置換となった。 その後昭和 40年
大阪大学たんぱく質研究所教授に転出され， 昭和49
年， 京都大学名誉教授の称号を受けられた。 この


















48年同 教授に就任された。 平成2 年退官され， 京都
大学名誉教授の称号を受けられた。 本学退官後は ，
桃山学院大学教授に就任され， また日本英語学会評
多 田 政忠 名誉教授
本学名誉教授 多国政忠先生









られた。 この間， 昭和29年6 月から同32年6 月およ
び昭和35 年11月から同36年6月まで評議員として，
179 


































ノルウェーへいった 7 月は ヨーロッパでは夏休
みシーズン。 この時期は国民の半数以上が 1 週間か
ら3週間の夏期休暇をとります。 サマータイムが採
用されており午後4: 00には研究所のほとんどの人
















































































































































シ ョ ウ局長の原因不明とした波形の正体が判 明し
たのは， 彼が気づいてから20年以上も経過した1930
年のことであった。 彼の教え子 の ホイップ ル博士
が， 地震計記録と照合して調査した結果， シベリ ア
のパイカル湖近くで発生して， 英固までの約 7,500
キロの距離を伝播して きた大気の波だと結論した。
その場所では， 1908年6月30日にマグニチ ュ ー ド5
規模の地震があり， 約 2 ,000平方キロの森林がな ぎ
倒されたd 大隈石落下の衝撃で大気の波が発生した
に違いないとの結論であった。




結論で きた。 この大気波動の波形の検討が， 世界初
のディジ タ ル電子計算機 ENIAC とのかかわり合い
を生んだ。
英国で観測されたシベリ ア大蹟石落下による大気











【京都大学の百年 （第23固〕 J 
京都帝 国大学の創立 と第三高等学校
一 一 つ の史料 か ら －
京都大学の歴史には， まだまだ未解明の部分が多
い。 いうまでもなく京大は1897 （明治30） 年6月に
創立されるのだが， 文部省で創立への動 きが本格化
するのは日清戦争が終結 （1895 年5 月） してからの
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気モデルを設定して， 計算を進めた。 彼は， 遠距離
まで伝播しうるのは 2 分より長い周期の波に 限 ら
れ， 短い周期の波は伝播途中で減衰して遠くまで到
達しないとの結論を得て， 1948年のフィジカル ・ レ
ビ ュ ー誌に発表した。




気層 を高さ30キロから5 0キロまで挿 入することによ
り， 1 分程度の短周期の波の長距離伝播が可能とな
ることが， 定性的考察から示唆された。
しかし， 当時， 私たちは ENIAC のようなディジ









で， 1996年の Nature 誌に論文が掲載されたりして
いる。
（やまもと りょ うさぶろう 元理学部教授
平成3年退官 専 門は気象学 ・ 気候変動論）
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あった（なお， 現在本部正門を入って右側のクスノ
キの下 にある小さな石碑は， このと きの本科の廃止
の際 に 作られたものである） 。 この高等学校昇格論
は， 井上の病気辞任 (1894年 8月， 翌年3月死去）
や日清戦争後の社会状況の変化 によって， 政府部 内
では顧みられなくなると考えられていた。 しかし，
今回紹介した史料によれば， 実は， 文部省 に おいて
は， 京大創設の方法のひとつとして， 京大を全く新
たな高等教育機関として設置するのではなく， 現存





か。 今度は写真 1 のほうをよく見ると， 右側 に 「廿
六日木曜午前九時開会」 とあるのが分かる。 京大創
設の予 算案が議会に提出されたのが1895 （明治28)
年12月だから， それよ り 前の 「廿六日木曜」を探す
と， 同 じ年では 9月しかない。 どうやらこのあた り









を改めて教 え てくれるものと言 えよう。
（百年史編集 史料室）
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『京都大学七十年 史」 に も紹 介されている史料で
ある 「京都帝国大学創立計画ニ関スル諸案」 （文部
省で作成されたものであろう） では， 新設される京
大 に ついて具体的 に 書かれている一方， それまで吉
田 に あった第三高等学校は， その土地・建物を京大
に 譲 り 渡して別 に 校地を求める形で存続することが
提案されている。 つま り ， 新しくつくられる京大は
京大， 従来からある三高は三高として， 別個の学校
として維持されるということである。 これは， 現実
にもそのような形で進行 し たこともあって， 当た り
前のことのよう に見えるが， 当時の状況 に照らし合
わせると， 必ずしも唯一の選択肢というわけではな
かったようである。
今回， r京都大学百年史」 を編纂するに あたって，
百年史 編 集 史料室では広く史料を収集しているが，
そのなかで， 前述の 「京都帝国大学創立計画ニ関ス
ル諸案」 とは異なった内容の創設計画案が発見され
た。 これは B4 判よ り もひとまわ り 程度大 きな紙を
十数枚袋とじに したもので， 文部省 内で作成された
ものであろう。 史料には会議の出席者 によると思わ
れる若干の書 き込みがあって， 案の変遷が推測で き
るのが有 り 難いか ぎ り である（写真 1 ' 2 はその一
部） 。
写真 2 を見ると， 第 1 項目に 「第三高等学校 ヲ 更
メ テ京都帝国大学 ト ナス」 と書かれている。 さらに
よく見ると， そのう えから手書 きで修正があって，
「京都ニ帝国大学 ヲ 置キ第三高等学校 ノ 土地建物 ヲ
以テ之ニ充ツ」 と改められている。 これはいったい
何を意味するものなのか， 大 きな問題である。
そもそも京大創設前後の時期， 高等教育のあ り 方








歴 史的経緯もあ り ， 大学昇格の可能性が最も高かっ
た。 一時期， 第三高等学校 において本科（大学進学
課程） が廃止され， 完結した教育体系をもっ専門学
部（法， 工， 医） のみに 改編されたのもその表れで
京大広報
【洛書 】
節分祭 と 魔女狩 り
高 橋 義 人
吉田神社の節分祭は毎年 2 月は じめ， 学生にとっ
てはちょ う ど後期末試験の最 中に行われる。 今から
10年ほど前に， 友人のドイツ人をこの節分祭に連れ
ていったことがある。 年男が豆をまいて鬼を追い払
う 儀式が終わり， 帰りに一杯飲みに行くと， 彼は顔
を紅潮 させてこ う 語った。 「すごく面 白 かった。 こ
れは冬 を追い払 う 儀式だろ う 。 こ う い う 儀式や習 俗
はヨーロッパでも近代初頭までは残っていたが， 今
ではも う すっかり姿を消してしまった。 欧米と同 じ
よ う な 文明国であり ながら， 欧米ではと う の昔に な
く な ってしまったキリス ト 教以前の古代的な 宗教が
日 本には残っている。 そ う い う ものを見られるの
が， とても う れしい」 と。
彼のこの言葉を聞いてから， ぼくは吉田神社の節
分祭をそれまでとは違った 目 で見るよ う に な った。
日本では 2 月4 日か 5 日が立春に当たり， その前夜
に祝われるのが節分祭 である。 「節分」 とは文字通
り， 「季節」 を 「分 ける」日のことだが， 友人の言
う よ う に， ヨーロッパにもかつては節分祭に当たる
祭があった。
一般の日本人にとって立春はまだ厳寒の最 中であ
ろ う 。 多くの日本人にとって， 本格的な 春は4 月 1
【話題 】
ア メ リ カ ン フ ッ ト ボール部
2年連続学生日本一に輝 く
昨年12月1 5日 （日） ， ア メ リカンフッ ト ボールの
第51回甲 子園ボウル（東西学生王座決定戦） が， 阪神
甲 子園球場に約 3 万人の観衆を集めて行われ， 京都
大学ギ ャ ン グスターズ （関西 1 位） が3年連続4 度
目 出場の法政大学 ト マホ ー ク ス （関東 1位） に28-
21で逆転勝ちし， 倉Jj部50周年を 2 年連続6 度 目 の学
生日本一で飾った。 年間最優秀選手 （ミルズ杯） に
は杉本 篤 （工学部4 回生） ， 甲 子園ボウル最優秀
選手には堀口 聡（経済学部2 回生） が選ばれた。
な お， 本年 1 月3 日 （金） ， 東京ドームに 5 万 2
千人を集めて行われた ア メ リカンフッ ト ボールの日
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日にやってくる。 しかし日本よりもはるかに北方に
あるドイツでは， 春は 5 月 1 日に始まる。 その前夜




桜の木の下 でどんちゃん騒 ぎをするよ う に， 酒を飲
み， 歌を う たい， 踊りをおどって楽しくすごした。
むろんこの行事は， イエス・キリス ト では な く， 農
耕の神に祈りを捧げる祭だった。 そのため近代に入
り， キリス ト 教の監視の 目 が農村部にまで及ぶと，
これはいかがわしい異端者の集会ではな いかとい う
疑いがか けられた。 しかも疑いは昂 じて， やがてこ
の集会を魔女の宴と見 な すにいたった。 魔女の疑い
をか けられた多くの農民は， 拷問によって悪魔を崇
拝したと 自白 させられ， ついには火あぶりにな った。
異端審問官たちは一つの宗教を フ ァ ナテ ィ ッ ク に
信 じていたからこそ， 無数の農民を平気で、火あぶり
にで きたわけだが， 日本人もこ う した 「狂気」 と決
して無縁では な いことを， ぼくたちは最近のオウム
事件で知るにいたった。 こ う い う 事 件 に出くわす
と， ど う も人間は過去の歴 史から教訓を学べるほど
賢くはないのではないか， と嘆息しつつ思わ ざるを
え な い。
（たかはし よしと 大学院人間 ・ 環境学研究科教授）
本選手権 ・第50回ライスボウルでは本学ギ ャ ングス
ターズが社会人 X リー グの覇者リ ク ルー ト シーガル
ズと対戦したが， 16-19で惜しくも敗れ， 2 年連続
5 度 目 の日本一制覇は な ら な かった。
（学生部）
